日本古代都城造営の史的意義 : 東アジア世界の歴史潮流の中で by 井上  和人
日本古代都城造営の史的意義 : 東アジア世界の歴
史潮流の中で
著者 井上  和人
雑誌名 日文研叢書
巻 42
ページ 95-138
発行年 2008-12-26
シリーズ 共同研究報告書 No. 87
URL http://doi.org/10.15055/00005193
日本 古 代都 城 造 営 の 史 的意 義
一束アジア世界の歴史潮流の中で一
井上和人
奈良文化財研究所
は じめに
日本列 島において,方 格 の都市計画 を ともな う都城 は藤原京 を嚆矢 とす る。持統
天皇の694年 に,そ れまで宮室の所在 した飛鳥浄御原宮か ら藤原京へ の遷都 が挙行
され,710年 までの問,わ が国の首都 として機能す る。『日本書紀』天武12年12E
l7日 条に,「 お よそ都城宮室 は一処 にあ らず…」 とあるよ うに,天 皇 の居所 である
内裏 を中心 として,国 家 的儀礼の場 で ある朝堂院,国 家 レベル の官庁群の所在す る
藤原 宮,平 城宮な どを 「宮室」 と称 し,そ の宮域 を取 り巻 く規格的 な条坊街 区 と条
坊道 路網で構成 され る都市域 を 「都城 」 と呼んでいた こ とが知 られ る。
都城 以前 藤原京 以前の中央政治組 織の遺跡 ・遺構 としての具体的 な存在形態 に
ついては,ま だ不分明な点が少な くない。7世 紀代 の宮室の所在位置や平面構造 に
関 しては,近 年の発掘調査研究の進 捗 によ り,と くに宮殿 や儀礼空間の解 明が進ん
でい るものの(林 部2001・ 小澤2003),後 の都城遺跡で確認 されてい るよ うな官衙
については,そ れが宮殿域 に直接 す る地域 に集 中 して配置 され ていたのか,分 散 し
ていたのか,あ るいは政権 を構成す る中央氏族の居住地ない し居宅 の所在 地や分布
状況が どうで あったか とい うこともまだ よくわかっていない。
遷 都の世紀6世 紀 おわ りに大和飛 鳥 の西 北 にあた る場所 に推古天皇 の豊 浦宮
が営まれて以後,宮 室は飛鳥 の狭小な盆地地形 の中での造営が繰 り返 され る(図1)。
そ して672年 の壬 申の乱に勝利 を得て即位 した天武天皇 とその政権 によ り,飛 鳥 の
西北の広闊 な平野域 に藤原京 の建設が遂行 されたのである。藤原京造営の歴史的動
因に関 して は後で論究す るが,694年 に首都 として成立 した藤原京 も,わ ずか16年
で新都平城京 に遷都 す るに及 んで廃 絶 され るに至 る。最近10年 来 の発掘調査 の成果
は,藤 原京 が,従 前の理解 とは逆 に,後 の平城京 よりも大規模 であった ことを明 ら
かに してい るが,そ れだ けに,平 城 京遷都の歴史上 の意味づけの再考が迫 られ てい
るのである。710年 か ら74年 間続 いた奈 良時代 の間,740年 代 に,平 城京 は一旦放
く に し が ら き な に わ
棄 され,恭 仁京,紫 香楽宮,難 波京 と矢継 ぎ早 に遷都が繰 り返 され る。再び平城京
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図1大 和飛鳥盆地の
7世 紀代の宮殿 ・寺 院跡
図2古 代畿 内での都城 変遷 図
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に還 都 して30年 足 らず で,新 た に長 岡京 が建 設 され,さ らに10年 後 の794年 には
平 安 京 に遷 都 され る こ とに な っ た。この よ うに,694年 か らち ょ うど100年 の間 に,
本 格 的 な都 城 で数 え る と,藤 原 京,平 城 京,難 波 京(8世 紀前半に副都 として造営),恭
仁 京,長 岡京,平 安 京 と,六 つ の大 規 模 な人 工都 市 の建 設 が繰 り返 され た こ とにな
る(図2)。
本 報 告 の主 旨 古 代 日本 にお け る遷 都 の理 由 を,個 別 の歴 史 的要 因 を超 えて 通底
す る論 理 と して追 究 す べ き とす る研 究 動 向が あ る(浅 野2004)。 そ こで の 結 論 を閲
す る と,8世 紀 以 降 の わ が 国 の都城 の 遷都 は 「天 皇 を唯 一 の 首長 とす る国 家 とい う
幻想 の共 同体 を再構 築す る こ とで,新 王 朝 が 自 らの王 権 と して の 自己表 現 を した の
だ 」 とい う。 大 変 興 味深 い評 言 で は あ るが,し か し,こ の よ うな あ ま りに端 的 な論
理化 は,往 々 に して 「個 別 の歴 史 要 因 」 の理 解 を妨 げ かね な い と私 は考 え る。 い わ
んや,そ の追 究 が,確 か な事 実 理解 に存 立 して い ない 場 合 にお い て をや 。
日本 にお け る初期 都 城 と して位 置 付 け られ る藤 原 京,平 城 京 の造 営 は,そ の背 後
で展 開 され た 国 家組 織 の構 築 とい う政 治 的事 象 そ の も の も含 め て,当 時 の熾 烈 な 国
際 関係 に促 され た もの で あ り,国 家 統 一 が成 就 した,あ るい は 国家財 政 力 が充 実 し
ことほ
た ことを寿 こ うとしたか らな どとい うものではあ りえなかった。従 って,か つ て 「中
央集権支配の」そ して 「皇権隆盛の未 曾有 のシンボル」であるなどと総括 され た平
城京遷都 の歴 史上の位置付 け(王1988)は,ま った く当を得た ものではな く,以 下
に論述す るよ うに,逆 に,緊 迫 した国際関係 の中で,国 家維持 のた めに,中 央集権
支配体制の,そ して皇権 の確立をはか るために都城 を造営せ ざるをえなかった と理
解すべ きで あると考 える。本報告では こ うした古代都城 の造営の意味の解 明を,形
制分析 の側 面か ら試み る。対象 とす るのは 日本 にあっては藤原京,平 城京 であ り,
また 同時代 に東 アジア世界 を構成 していた渤海の都城 である上京龍 泉府や統一新羅
の都城,慶 州王京 について も言及す る。 い うまで もな く,7・8世 紀代 の東ア ジァ
の歴史 は中国大陸に成立 した隋,唐 の大帝 国の動勢に常に大 きな影響 を受 けなが ら
推移 した。周辺 の各 国にお ける都城 の建設 もそ うした国際関係上の政治動 向と決 し
て無縁ではな く,む しろきわめて鋭敏 に反映 してい るとみ られ るのである。
1.日 本 に お ける初 期 都 城 一藤 原京 と平城 京 一
1-1.平 城 京 の形 制(そ の1)
平 城 京遷 都 和 銅3年(710)3.月10日,藤 原 京 か ら平 城 京 へ の遷i都 が挙行 され
る。 最 近 の調 査 研 究 に よれ ば,遷 都 当初 の平 城 京 は,ま だ完 成 に は至 っ てい な か っ
た こ とが 明 らか に され て い る(井 上1984a・ 田辺2002・ 武 田2002)。 また 平城 宮 も
未 完 成 で あ り(井 上2002),な か んず く,平 城 宮 内 で最 も重 要 な建 造 物 の一つ で あ
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る大 極殿 は710年 当 時 ま だ建 設 され て な く,竣 工 は少 な く とも5年 近 く経 過 した和
銅8年 の こ とで あっ た(渡 辺2003)。
平 城 京 の 条 坊 制 平城 京 は南 北9条 で,東 西 は朱 雀 大 路 を 中軸 線 と して,西 側(右
京)に4坊,東 側(左 京)に4坊,都 合8坊 分 の,全 体 と して南 北 に長 い長 方 形 の
平 面 形 態 を とる(図3)。 左 京 の東 辺 北 半 に は さ らに東 へ3坊 分 の張 り出 し部 分 が あ
げきょう
り,外 京 と仮 称 して い る(関 野1907)。 ここで い う1条,1坊 の 実際 の規模 は約532.2m
(一1,500大 尺=1,800小 尺)あ り,従 って,平 城 京 の 全 体規 模;は,南 北4,789.8m,東 西
が外 京 を含 め る と5,854.2m,外 京 を除 く東 西8坊 部 分 で は4,257.6mで あ った こ とに
な る(1)。宮 室 に あた る平城 宮 は,平 城 京 の 北端 中央 に位 置 す る。
平城 京 に は東 西 方 向 に条 路,南 北 方 向に坊 路 が設 定 され,文 字 通 り縦 横 に 通 じた
条坊 道 路 に よ り区画 され た 方形 の街 区 とと もに,中 唐 の詩 人 白居 易 が唐 長 安城 に つ
い て 七言 絶 句 に表 現 した よ うに,「 囲碁 局 に似 」た 景 観 を現 出 してい た 。なお,平 城
京 の右 京 の 北端 に は,北 辺 坊 と称 され る,南 北 が 半坊 分 の幅 の付 加 部 分 があ る。 こ
図3平 城 京形 制 復 元 図1:50,000
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の条坊域 の性格 に関 しては,虚 構説 も含 めて様 々な議論 があったが,奈 良時代後半
期 に右京 北域 に造営 された大規模 な官営寺院で ある西大 寺,西 隆寺の 占地 に伴い拡
張 された京域 と判断 され る(井 上2005a)。 北辺坊 に限 らず,平 城 京の形制の大概 は
遺存地割 の分析 を通 じて復 元 されて きた。現存す る水 田や道路 に平城京 当時の条坊
道路や街 区の形跡が如実に残 されてお り(図4)(岸1974),平 城 宮内でも内裏 や朝
堂院の大 区画 だけでな く,官 衙 区画や基幹排水 路な どの状況 をかな り詳細に解析す
ることができる(図5)(井 上2005b)。1950年 代以降推進 された平城京域における
数多 くの発掘調査で も,遺 存地割の妥 当性が実証 され,よ り精緻 な形制復元が進 め
られ ている(武 田2002・ 井上2004aな ど)。
平城京 の条坊道路 平城京の条坊道路は,朱 雀大路 を最大 として,最 小の小路 に
いたるまで,様 々な規模 を示 してい る。条坊道路 には路面敷の両側 に例外 な く側溝
が設定 され る。 さらに側溝 の外側 には,隣 接す る街 区 との 区画施設 として築地塀 な
い しは掘立柱塀が設け られ る。朱雀大路の場合,東 ・西側溝 の中心線間の距離(こ
図4平 城京遺存地割図
100井 上和人
図5平 城 宮遺存地割図
図6平 城京 三条 での朱雀大路
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図7平 城京九条
での朱雀大路
図8平 城 宮壬生門周辺
二条大路遺構 図
図9平 城京条坊道
路設定規格図
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れ を側 溝 心 心 間 距離 と言 う)で210大 尺 〔745m(復 元値:以 下同じ)〕 あ り,築 地 心 心
問 距 離 は 平城 宮 に近 い 三 条 付 近 で は240大 尺 〔85.2m〕,京 域 の南 端 に 近 い 九 条 で は
250大 尺 〔88.7m〕とい う調 査成 果 が あ る(図6・7)(井 上2004b)。 朱 雀 大 路 に次 ぐ規
模 の 条 坊道 路 は,平 城 宮 の南 辺 に 沿 っ て東 西 に通 じる二条 大 路 で,側 溝 心 心 間距 離
は朱雀 大 路 の2分 の1に 当た る105大 尺
〔37.3m〕で あ る(図8)。 二 条 大路 以外 の
大 路 は60大 尺 か ら40大 尺 ま で,い くつ
かの段 階 が あ る。 大路 と大 路 の 間 には等
間隔 に3条 の小 路 が設 定 され る。 後 の平
安 京 で は,10世 紀 に編纂 され た,律 令 の
注 釈書 で あ る 『延 喜式 』 の左 京職 式 「京
程 」 に条 坊 道 路 の規格 が詳 しく示 され て
い る。 そ こで は,3条 の小 路 は いず れ も
築 地 心心 間 で の幅 が4丈(一40小 尺)と さ
れ る。 平 城 京 に あ って は,3条 の うち真
ん 中の1条 は,ほ とん どの事 例 で側 溝 心
心問 規模 が25大 尺 〔8.9m〕で あ り,20大
尺 〔7.lm〕な い しは20小 尺 〔5.9m〕で ある
他 の2条 の小 路 よ りも規模 が大 きい。 そ
こで これ を条 間 路,坊 間路 と仮 称 して 小
路 と区別 す る。 この坊 問路,条 間路 の う
ち,平 城 宮 の宮城 門 に通 じる道 路 は大 路
の称 が付 け られ,さ らに大規 模 に作 られ
る。 た とえ ば,宮 南 面 西 門で あ る若 犬養
門 の 門 前 に 発 す る西 一 坊坊 間 大 路 は70
大尺 〔24.8m〕,南面東 門で あ る壬 生 門 に通
じる東 一坊 坊 間大路 は60大 尺 〔21.3m〕と,
一部 の大 路以 上 に大規模 に設 定 され てい
る。 この よ うに,平 城京 の条坊 道 路 は,
お そ ら くそ の道 路 の位 置 と果 たす べ き機
能 の大 小 に従 って,厳 密 な序列 化 が 実施
され てい た もの と考 えて よい(図9)。
平城 京 の都 市 計 画 にあ た って は,等 間
隔 の方 眼線 を基 準 と して,条 坊 道 路 はそ
図10平 城京 と平安京の条坊設定法式
(条坊道路規模は築地心心間距離・単位は少尺)
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の基 準線(こ れ を条 坊 計 画 線 と呼 ぶ)を 中軸 線 と して 設 計 され てい る。 従 っ て,条
坊 道 路 の幅 が 広 けれ ば,そ れ だ け隣接 す る街 区 の規模 は 小 さ くな る。 ま た,条 坊 道
路 で 区画 され る街 区 は 「坪 」 な い し 「町」 と呼称 され て い た が,条 坊 計 画線 間 で は
いず れ も375大 尺(一450小 尺一約133.lm)で あ る もの の,築 地 塀,掘 立柱 塀 で 区画 さ
れ る実 質 的 な敷 地 幅 は,例 えば朱 雀 大 路 に接 す る左京 三条 一 坊 二 坪 を例 に復 元 す る
と,東 西 幅 は240大 尺 〔85.2m〕,そ の 東 側 の 七 坪 は342.5大 尺 〔121.5m〕とな り,か な
りの違 い で あ る こ とに な る。 この よ うな条 坊 設 定 法 は分 割 方 式 と呼 ばれ,後 の平 安
京 が,40丈(一400小 尺)四 方 の街 区規 模 を 固定 化 し,条 坊 道 路 の設 定 地 は別 に確保
す る とい う集 積 方 式 を と る こ と と対 照 的 で あ る(図10)。
1-2.藤 原京 の 形 制
藤 原 京 形制 に関 す る 旧説 藤 原 京 の形 制 につ い て は,廃 絶 後 に かつ て の京 域 全 体
に大 和 統 一条 里 地 割 が延 伸 施 工 され た た め に,平 城 京 の よ うに遺 存 地 割 に よ る復 元
研 究 が 不 可能 で あっ た。1960年 代 に藤 原 宮 域 を区 画す る大 垣 の遺 構 が 確 認 され た こ
と に よ り,奈 良盆 地 に7世 紀 初 頭 に設 定 され た 下 ツ道,中 ツ道,横 大 路 な どの 直線
官 道 との位 置 関係 か ら東 西2.1km,南 北3.2kmの 京 域 が推 定 され,そ の 中に東 西8
坊,南 北12条 の条 坊 を考 定 す る復 元 案 が…提示 され た(図11)(岸1969)。この京 域
説 に よれ ば,条 坊 の1坊 の大 き さは 平 城京 の4分 の1で あ る もの の,京 域 の西 辺 で
あ る下 ツ道 は,の ち の 平城 京 の 中軸 線 と一 致 してお り,ま た京 域 東 辺 を限 る と され
た 中 ツ道 は北 上 す る と,の ち の平城 京 の左 京 四坊 の東 辺 に ほ ぼ相 当す る。 つ ま り,
平城 京 の京 域 は,藤 原 京 の京 域 の東 西 幅 を そ の ま ま北 に移 動 させ て,中 軸 線 っ ま り
朱 雀 大 路 を 中心 に して西 側 に折 り返 した形 で設 定 し,南 北 幅 を1.5倍 に した もの と
す る,極 めて 説 得力 の あ る説 明 が提 示 され た の で あ った。
「大 藤 原 京 」 の検 出 とこ ろが1980年 代 頃か ら,藤 原 京 の外側 と考 え られ て い
た場 所 で,藤 原京 の条 坊 道 路 に一致 す る直線 道 路 が 発 掘調 査 に よ り確 認 され る よ う
に な った 。 当初,確 認 例 の少 な い状 況 の 中 に あ りなが ら,様 々な 「大 藤 原 京 」 説 が
提 示 され た 。 そ うした 動 向 に対 して,私 は慎 重 に考 え るべ きで あ る とす る所 見 を開
陳 した こ と もあ っ たが(井 上1984b),そ の後 さ らに事例 が増 加 し,1990年 代 半 ば に
は,50例 を超 え る 「大 藤 原 京 」に 関わ る条 坊 道路 遺 構 が確認 され る に至 った(図11)。
1996年 の春 に,時 を 同 じ く して,京 域 の西 辺(西 京極)を 限 る道 路 と東 京 極 道路 が;確
認 され た(図11中,2ヵ 所の★の位置:橿 原市教育委員会1997・ 桜井市文化財協会1997)。 この こ
とを受 けて,「 大 」藤 原 京 の京 域 は,東 西10坊,南 北 も10条,約5.3km四方 の正
方 形 で あ り,宮 室 た る藤 原 宮 は そ の 中央 に位 置 す る とい う復 元案 が提 示 され た(図
12)(中 村1996・ 小 澤1997)。 それ まで 考 え られ て い た京 域 よ りも東 西 幅 が2.5倍,
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(条 坊呼称は岸説およびその延長呼称 による)
ABCD=岸 俊男説,EFGH=阿 部義平 ・押部佳周説,EIJH=秋 山日出雄説,
KOPNま たはKOCQRN=竹 田政敬説,KLMN=小 沢 毅 ・中村太一説
図11"大 藤 原 京"諸 説(小 澤1997)
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図12藤 原 京 形 制 復 元 図1:50,000(小 澤1997)
南北幅が1.67倍 で,広 さに して4.2倍 近 くであった ことになる。そ してそれは後続
す る平城京 よ りも広大 なものであった。
藤原京の条坊制 藤原京の条坊制 について は,平 城京 で数詞 による条坊表記 が行
われていたのに対 して,「林坊」,「左京小治町」,「軽坊 」な どの固有名詞表記 の文字
史料が確認 され るだけで ある。 また京域 が左京,右 京 に分別 されたのは大宝令 に基
づ く新 たな行政制度 に伴 うもの と判 断 され ることな どか ら,条 坊道路の呼称 が どの
よ うにお こなわれ ていたのであるか,不 分明である。 しか し,発 掘調査に より確認
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されている道路規模か らみる と,側溝心,
心間規模 が70大 尺の朱雀大路 を最大 と
して45大 尺道路を大路,25大 尺道路 を
坊問路,条 間路,20大 尺道路を小路 とす
れば,平 城京 の条坊道路の規格 と諧調す
ることがわか り,平 城京 の条坊規格は藤
原京のそれを踏襲 したものであった こと
がわかる(図13)。 図13藤 原京条坊道路設定規格図
1-3.藤 原京か ら平城京へ
遷都の実態 冒頭 に述べ たよ うに,藤 原京 は694年 に首都 として成立 して,わ ず
か16年 後 の和銅3年(710)に 廃絶 され ることになった。新都平城京への遷都 に際
しては,旧 都藤原京 の建造物は,可 能な限 り解体 され,移 築ない しは再利用 された。
た とえば平城宮朱雀 門の軒瓦はすべて藤原宮式のもので あ り,建 物 の平面規模 も同
じであるこ とか ら,建 物 ごと解体,移 築 された ものである(奈 良国立文化財研究所
1994)。あるいは平城宮第1次 大極殿院東面築地回廊 の基壇下 に設 けられ た暗渠排水
用の木樋 は,別 材 の木片で埋め られ た仕 口の状況か ら,藤 原宮の高 さ5mに 及ぶ大
垣 に使 用 されていた掘立柱で あると考 え られてい る(奈 良国立文化財研 究所1982)。
同様 に,朝 賀 や天皇 の即位 の儀 礼な ど,最 も重要な国家 的儀i式を行 う(第1次)大
極殿 は,藤 原 宮の大極殿 をそのまま移築 したものであ り(小 澤1993),さ らに この
建物 は天平12年(740)に 遷都 され る恭仁宮大極殿 として移建 された ことが 『続 日
本紀』 に記 されてい る。 このよ うに,遷 都 に伴い,こ とごとく建設資材 を新調 しな
けれ ばな らないわ けではなかった ものの,様 々な側面で莫 大なエネル ギーが費や さ
れた ことは間違い ない。た とえば,平 城京 の条坊道路の総延長 は350kmほ どであ り,
路面両側 の側溝 最小の小路 で も幅1.8mの 規模であった一 でいえば700kmに も
及ぶ。 この側溝 を掘削 し,土 砂 を処理す るだ けで も,膨 大 な土木 工事であった こ と
が理解 され よ う。
平城京遷都 諸説 平城京遷都 の理 由について は,か ねてか ら多 くの論議 が くりか
えされてきた(八 木1996)。 た とえば,文 武天皇の直系 で即位が約束 されていた と
おびと
す る首皇子(聖 武)の ために,祖 父である藤原不比等が造都 を主導 した とみ る説 があ
り,あ るいは地理 上,交 通上の立地を,よ り利便性のあ る奈 良盆:地北端 に求めた と
す る説,藤 原京の地形 が低湿で,北 に低 い地形 を脱却す る必 要があった とす る説,
大宝令の施 行 に基づ く国家機構の拡大に対応 させ,官 人層 の集住 を より徹底 させ る
必要 か らの遷都説,飛 鳥 に根付 く旧弊た る政治勢力か らの離脱 を図った とす る説 な
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ど,ま さに諸説紛々 とした研究状況で あった。
いっぽ う,平 城宮の宮殿構造の発掘 調査に よる解 明が進む中で,国 家的儀式 の執
行 空間である朝堂院が東西 に併存す ることが明 らかになってきた ことを踏まえて,
藤原 宮中枢部の構造の完成度が唐長安城 と比較す る と不十分であ り,慶雲元年(704)
に帰 国 した第7次 遣唐使 の報告を受 けて,長 安城 によ り類似 した新都の建設へ と転
換す る有力な動機 となった とす る,新 た な観 点に基づ く見解 が提示 され るに至 り(金
子1994),平 城京遷都 に関す る議論 は新 たな局面 を迎 えることとなった。
先 に述べた よ うに,近 年の発掘調査 の成果 は,藤 原京 の面積が平城京 を凌駕す る
もので あった ことを明 らかに しつつ ある。そ うとすれば,遷 都 の要因を,大 宝令施
行 に伴 う行政機構 の拡充への対応 に求 めるな どとす る説 明は成 りがた く,ま た唐長
安城 は東南 が高 く,北 に向かって低 くなる大地形の上に建設 され ているのであ り,
む しろ藤原京 に共通 しているこ とか ら,藤 原 京の地形上 の不備 とい う観点 も,説 得
力 に欠 ける。 あるいは,平 城京遷都後,首 皇子が立太子 し,さ らに天皇 に即位す る
までには,さ まざまな政治 的な紆余曲折が あったのであ り,藤 原不比等 の将来 に備
えての遷都説 も,や や飛躍 に過 ぎよ う。なお,「政治的次元での理 由は遷都 に付随す
る現象 ではあって も,遷 都 の要因では」あ りえず,遷 都 は,そ のよ うな政治的 な レ
ベル を超 える文化 的現象 であるとし,宮 都 を遷都 によって絶 えず甦 らせ ることに意
味があ り,完 成す るとほ どなく次の都 をつ くらなければな らない とい う強迫的 な心
情 に促 されての,「作 りつつあ るとい う演劇 的行為その もの」が 目的であったな どと
す る見解が ある(千 田1990)。 しか し,こ うした説明 もまた,遺 跡,遺 構 の十全な
解析 を前提 とした議論 とは言い難 く,遷 都 とい う歴史事実 が置かれた個 々の時代状
況 の意味 を解 明す る障碍 とな るのではないか と危惧せ ざるを得ない。
1-4.平 城 京 の形 制(そ の2)一 長 安 城 の 形 制 との 関わ り一
朱 雀 大路 の 隔絶 性 平城 京 の形 制 の概 略 につ い て はす で に述 べ た。 朱 雀 大路 を 中
軸 と して,左 京,右 京 に分 かれ,南 北9条,東 西 各4坊 の縦 長 の長 方 形 を基本 形 と
し,平 城 宮 は そ の北 端 中央 に配 置 され る。 左 京 の 北 半部 の1条 か ら5条 には,さ ら
に 東 に3坊 分 の外 京 が 張 り出す 。 この 平 城 京 の 平 面 プ ラ ンは,藤 原 京 とは 大 き く異
な っ て い る が,京 域 全 体 の形 状 だ けで な く,い くつ か の重 要 な局 面 で,平 城 京 は藤
原 京 とは異 な った 形 制 を採 っ てい る。 前 項 ま で の記 述 で 明 らか な よ うに,条 坊 道 路
の規 模;をみ る と,平 城 京 の朱 雀 大路 は210大 尺 で あ り,藤 原 京 の 朱 雀 大路70大 尺 の
3倍 に拡 大 して い る。 ま た藤 原 京 で は 朱 雀 大 路 に次 ぐ条 坊道 路 は藤 原 宮域 の南 辺 に
東 西 に通 じる 「六 条 大 路」で,側 溝 心 心間 距 離 で60大 尺 〔21.2m〕(藤源 宮の造営尺長は,
南面大垣の遺構から求めた1小 尺一2950cm,1大 尺一35。40cmを 援用する),そ してそ の他 の 大
108井 上和人
路 級 の道 路 は45大 尺 〔15.9m〕で あ り,平 城 宮 で の朱 雀 大路 の規模 の極 端 な隔 絶 性 は
認 め られ な い 。
平 城 京 朱 雀 大 路 の 規模 は側 溝i心心 間 距離 で210大 尺 〔74.6m〕,築地塀 心 心 間距 離 で
250大 尺 〔88.7m〕で あ る。唐 長 安城 で は都 城 中軸 の南 北 道 路 は 朱 雀街 と称 され て い た。
1960年 代 に報 告 され た 中 国社 会 科 学 院考 古 研 究 所 の調 査 で は,皇 城 に 近 い場 所 で の
朱 雀 街 は側 溝 間 の距 離 が150m,都 城 域 の 南 寄 りで は155mで あ る と され る(中 国社
会 科 学院1963)。 従 って,平 城 京 の 朱雀 大 路 はそ の2分 の1に 最 も近似 した10大 尺
の 単位 の完 数 値 で の規模 と して設 定 され て い る こ とに な る。 ま た史 料 の 上 で は,長
安城 朱雀 街 は 幅100歩 と され る。100歩 は500尺 で あ り,こ れ はお そ らく朱 雀街 の
路 面 敷部 分 の 規模 で あ る と推 量 され る。 長 安城 造 営 当時 の度 制 に お け る尺 は 日本 の
大 尺 で は な く,小 尺 と同種 の尺 で あ っ たが,500尺 の2分 の1の250尺 とい う数 値
を,平 城 京 の朱 雀 大 路 の規 模250(大)尺 に合 わ せ て い る こ とにな り,平 城 京 朱 雀
大 路 を長 安 城 朱 雀街 の 半分 に作 る とい う意 図 を認 め る こ とがで き よ う。
羅 城 門 平城 京 の 正 門 に 当 た る の は,京 域 南 面 の 中央 に 開 く羅 城 門 で あ っ た 。
1968年 か ら1970年 にか け て実 施 され た発 掘 調 査 に よ り,羅 城 門は 正 面(桁 行)5間,
側 面(梁 行)2間,柱 問 寸 法 は17尺(5.Om)等 間 の礎 石 建 ち,瓦 葺 き,重 層 の建 造 物
で あ っ た と され,そ の 平 面 規模 が 当時 全容 の解 明 され た 平城 宮朱 雀 門 と全 く同規 模
で あ っ た こ と も合 わせ て,以 後,定 説 的 な理 解 とみ な され て き た(大 和 郡 山市 教 育
委 員 会1972)。
と ころ が,近 年 周 辺 地 域 で進 展 した発 掘調 査 の成 果 な どを再検 討 した とこ ろ,羅
図14平 城京羅城門平面復元 図
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城 門 の 規模 は 桁 行7間,梁 行2間 で あ り,桁 行 柱 間 寸 法 に つ い て は,両 端 間 が15
尺,中 の5間 が17尺 等 間 で あ る と判 断 す べ き こ とが 明 らか にな っ た(図14)(井 上
1998)。 つ ま り,羅 城 門 は朱 雀 門 を しの ぐ,平 城 京 最 大 の門建 築 で あ った こ とに な る。
門建 物 の場 合,建 物 の棟 通 りの柱 間 の うち 両端 の各1間 は壁 仕 立 て とな り,そ れ 以
外 の 中 の柱 間 に扉 が付 く。 羅城 門 の場 合 は,従 って 扉 口=通 路 は五 つ で あ っ た こ と
が分 か る。 こ こで注 目す べ きは,長 安 城 で の 門制 で あ る。 長 安 城 の 場 合,都 城 域 全
体 は城 壁=羅 城 で 囲繞 され,東 西南 北 各 面 に三 つ ず つ城 門 が 開 く。 南 面 中央 門 は 明
徳 門 で あ り,12門 中最 大 の規 模 で あ る(図15)。
長 安 城 で の 門建 築 は平 城 京 の 門 とは様 相 を異 に して い る。 基 台 と呼 ばれ る高 い壇
重玄門
01km一 池
図15唐 長 安城 形 制 復 元 図(中 国社会科学院1988)
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上 に門建築 が載 る。通路 は基台に穿 たれ,門 道 あ るいは門洞 と称 され る。文字通 り
トンネル状 の通路である。明徳門の場合,発 掘調査 によ り明 らかに され た門道は5
条設 けられ てお り,し かもその幅員 は5mで あった(中 国社会科学院1974)。 通路
の数 と幅員 の点で,平 城京の羅城 門 と全 くといって よいほ ど一致 している(図16)。
明徳 門の5条 の門道の場合,中 央の1条 は天子道であ り,皇 帝専用の通路で あった
とされ る。 また長安城皇城 の正門である朱雀門は門道3条 であ り,平 城宮朱雀門は
名称だ けで な く,通 路の数 も共通 している。 こ うした使用規制に関わる制度 も含 め
て,平 城京 羅城門は長安城 明徳門のあ りよ うを導入す ることによ り建造 された とみ
られ る。 ところで,藤 原京 にあっては,羅 城 門はつ くられ ていなかった と判断 され
る。10条10坊 の京域説 にあっては,羅 城 門の想定位 置は,甘 樫丘か ら西方 に展 開
す る急峻な丘陵地帯のただ中にあ り,お よそ京城正門の立地 しうる地形 にない。
〔建物復元ｮJ
ξ平面復髭邸
図16唐 長 安 城 明 徳 門(楊1996)
羅 城 羅城 門 とともに,長 安城 をは じめとす る大陸式都城 に不可欠 である羅城
め ぐ
つま り都城 を羅 る城壁 も,同 様 に地形 的条件か らみて,少 な くとも藤原京南面 では
想定 しがたい。 いっぽ う平城京では どうで あっただろ うか。 この点 については,前
述 した羅城 門の発掘調査報告以後,平 城京では,京 域南面4.2kmの うち羅城 門の両
側の100mほ どに限 り築地塀が設 けられ,そ れ以外は幅が20mを 超 す濠 が設 定 され
ていた と説 明 されてきた。しか し,京 域南面東端近 くで1980年 代 に実施 され た発掘
調査で検出 されていた東西方向の築地遺構が羅城で あると考 え られ ることか ら,少
な くとも京 域南面では高 さが5mほ どと推定 され る築地塀 が両側 に幅3.6mの 濠 を
伴 って設営 されていた状況 を復元す ることがで きる(図17)(井 上1998)。 この羅城
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図17平 城京羅城復元 図
(井上秘人!平ﾟiニ4.条坊と条里地割再説J『条里劇古代都市研究』15蓋999付 図に加筆作戒)
図18阿 部 義 平 氏 に よ る 「平 城 京の 羅 城 と山丘 陵線 の結 合 」 図
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=築 地塀の規模 は,基 底部 の3.6mと い う厚 さこそ,長 安城 の外郭城壁 の9な い し
12mに は及 ばない ものの,高 さが1丈8尺,5.3mに 対 してはほ とん ど遜色 がない。
従って外観上 は長安城 の城壁 に匹敵す るほ どの羅城 を備 えていた ことにな るのであ
る。 さらに,平 城 京の場合,条 坊道路の うち,大 路級の場合,ほ ぼ例外な く道路 の
両側 は築地塀で 区画 され ている。その ことか らすれば,都 城域 の四周 も,原 則 的に
は築地塀す なわち羅城 で囲繞 されていた と考えて も,不 都合 ではない。
なお,平 城京で は,南 面羅城 の東端 に,東 南方 向か ら西 北に向か って伸び る細長
い丘陵が近接 してい る。 また西端部 も西の京丘 陵地西縁に連 なる位置 にあることな
どか ら,平 城京 は南面を羅城 で,そ の両端を奈 良盆地に派 生 して くる丘陵に よる狭
隘部分 を結 んで平野 を閉鎖 し,そ れ を丘陵地 と結ぶ ことに よ り平城京 を地形な らび
に羅城 で囲まれた一種の防備 された城郭都 市 としての要件 を成立せ しめていた とす
る説がある(図18)(阿 部2003)。 これ を是 とすれば,自 然 地形 を利用 した羅城 に よ
り囲繞 され た朝鮮半 島の百済最後 の王都泗 批城(660年 に滅亡)に もあ い通 じる様相で
あった ことにな り,(図19),平 城京の形制の淵源 を追究す る上で重要 な視点 を提供
図19百 済 の 都 城 ・泗;tr城(扶 余)の 羅城(東 ・田中1989)
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す るこ ととなろ うが,し か し,平 城京周辺 の丘陵地帯に羅城 に比肩 し うる稜線 を備
えた場所が確認 されてい るわけではな く,な お検討 を必要 とす る。
羅城お よび羅城 門は大陸式都城 にあって,外 か ら参入す る場合に,視 覚的 に真っ
先 に映 じる建造物で ある。長安城 にあって,明 徳門の規模;は羅城 に開 く他 の門よ り
も群 を抜いている。そ して両側 に延 々 と羅城が連な る明徳 門を入ってまず 目にす る
のは,幅 が150mを 超 える朱雀街が皇城 の正 門朱雀 門までの5.2kmを まっす ぐに通
じてい る巨大な人工的景観 である。 しか し藤原京には羅城,羅 城 門,広 大 な朱雀大
路のいずれ も整 え られていなかった。 この点 にこそ,藤 原京 を廃棄 し,平 城京 を建
設 しな けれ ばな らなかった理 由がある と考 えるのである。
越 田池 と曲江池 藤原京 には無 く,平 城京で初めて認 め られ る長安城 に類似 ない
しは共通 したい くつかの事象 があるこ とは,か ねてか ら指摘 されてきた ところであ
る。長安城 の東南角には,差 しわた しが1.5kmに 及ぶ 曲江池が遺跡 として残 されて
い る。曲江池 は皇帝の離宮であった芙蓉園の苑池であった。同様 に平城京の東 南角
には,こ んにち五徳池 と呼ばれ る,長 径500mの 大きな池が ある。池 の形状は奈 良
盆:地に多 く見 られ る潅漑用溜 め池 として 中近世期 に盛 んに造成 され た方形の皿 池で
ニ し た
はな く,不 整形 をな してい る。『日本霊 異記 』に 「越 田池」としてみ られ,奈 良時代
には存在 していた と考 えられ る。越 田池 を含めて西方 に確認 され る 「平城京京 南辺
特殊 地区」 と仮 に呼ぶ一定の区画が,皇 室ない し,奈 良時代の政権 の枢要な氏族 で
あった藤原氏 と密接な関係 をもっていた と推定 される ことや,池 の長軸方向が曲江
池 と同 じであることな どか ら,平城京造 営に際 して 曲江池お よび芙蓉園を意識 して,
越 田池そ しておそ らく離宮 が造営 されたのではないか と考 えている(岸1974・ 井上
1998)。
松林苑 と西 内苑 平城宮 の北側 には,な だ らかな起伏 を持つ平城 山丘陵が展 開す
るが,平 城宮に北接す る一画 に,「平城 宮園林」の一つである松林苑(史 料では松林
宮 とも表記 され る)が あ る(金 子2003)。 全周 について確認 されてい るわけではな
いが,周 囲を築地塀で囲んだ広大な範囲にお よぶ と想定 されている。 これは長安城
宮城域 の北 にある西内苑 に相 当す る園林区画である とみて よいだろ う。そ うとす る
と,こ の松林苑 は,長 安城 の西 内苑がそ うであったよ うに,北 側 か らの外敵 の攻撃
を緩衝す るための空間 とい う性格 を,た とえ象徴 的な意味合いであった として も,
付 与 されて いた とみ られ る。
二つの朝 堂院 と東院 平城 宮 には国家 的儀 式や政務 な どを執行す る朝 堂院 区画
が宮域 の中央 とその東側 の2ヵ 所 に設 定 されている(図20)。 これ は藤原京 にはな
かった状況 である。藤i原宮では朱雀門,朝 堂院,大 極殿院,内 裏 が正方形の宮域 の
南北 中軸線上 に配置 され ていた(図21)。 ところが平城宮 は正方形 ではなく,東 に
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図20平 城 宮域 図 〔上:奈 良時代前半期 下:奈 良時代後半期〕
・宮衙区画は遺存地割 に基づ いて推定 したもの を含む。
・ア ミ部分は既発掘地 。
・表 示 した諸建造物等は必ず しも同時点に存在 していたものではな い。
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図21藤 原 宮 域 図(小 澤2003)
張 り出 し部分が設定 されてい る。 この異形 の形態 をとることの意味については様々
な説 明が行われているが,藤 原 宮には一つ であった朝堂院が,平 城 宮では朱雀門の
北 と宮南面東門である壬生門の北の2ヵ 所 に並立す る形 で造営 されたこ とによ り,
宮域 内の必要面積 の不足 を招いた ことが大 きな理 由の一つであると考え られてい る。
そ の他に も,平 城宮 の東 に接 して6坪 以上 の広大な宅地を構 えていた,平 城京造営
の実質的な主導者 である藤原不比等邸 に宮域 を直接 させ るため,あ るいは不比等邸
と東院 を東西に並列す る神的空 間に見立てて,そ こに王権 を象徴す る神話的な意義
を見 出そ うとす る見解な ど(上 山1977)も あるが,そ うではな く,第 一義 的には,
この張 り出 し部分にもっぱ ら東 宮(東 院)を 設定す るためのものであったのではない
か と考え る。
東院の この配置状況 は,長 安城 の宮城 にあって,中 央 に皇帝の宮殿 である太極宮
を置 き,西 側に後宮 としての掖庭宮,東 側 に皇太子の宮殿 である東 宮を配置 してい
た ことに共通す る。平城宮では,し か し,長 安城 の太極 宮に相 当す る内裏,東 区朝
堂院 に東接 す る位置 は,現 ・水上池 か ら南 下す る谷 地形,つ ま り湿潤地 に当たって
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図22平 城宮周辺の現 況地形図
お り,そ こに宮殿域 を営む のは適 当でない。その谷筋に東接す る高燥 の地 は,ま さ
に東院の立地す る支 丘上 に他 ならない(図22)。
さて,平 城宮での東西二つ の朝堂院は平城京造営 当初に,す でに設定 されていた。
朱雀 門北の 中央 区朝堂院は,奈 良時代 を通 じて東西各2棟 の礎石建 ちの長 大な瓦葺
き建物で構成 され,壬 生門北 の東区朝堂院は,奈 良時代前 半期 にあっては東 西各6
堂の殿堂 は瓦葺 きではな く,檜 皮葺きの掘立柱建物で あった ことがわか ってい る。
この二つ の朝堂院併存 とい う状況は,長 安城 にお ける太極宮 と大 明宮 を意識 した
もの とみ られ る。唐朝 初期 には主た る儀i式は太 極宮 で行 ったが,高 宗の龍朔2年
(662)に 太極宮の東 北に大明宮が修建 され,以 後即位や朝賀 な ど大礼 に属す ること
は太極宮で,そ の他の儀 式は大 明宮で行 った ことを受 けて,平 城宮 では中央 区朝堂
院正殿で ある(第1次)大 極殿 が元 日朝賀や即位式,外 国使節謁見な どの大儀,中 儀
にあたる儀式 を行い,東 区朝 堂院 はその他の儀式 および 日常の政務 のための空間 と
い う機能分化 を実現 した もの と考 え られてい る(奈 良国立文化財研 究所1993)。 も
ちろん,東 区掘立柱朝堂院の造営 は,藤 原宮 にはなかった,そ れ以前の宮室 にまで
さかのぼる,い わば復古的な現象で あ り,天 皇の神権確立 の場であったな どとの評
価 も無視 しえない。 しか し,第1次 大極殿前の段差2mに 及ぶ慱積擁i壁は,明 らか
に長安城大 明宮含元殿前の壮大な龍尾壇 を模倣 した ものであ り,平 城 宮造営 に際 し
て長安城 の形制 を積極的 に導入 しよ うとした側面 をここでは強調 してお く。
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1-5.平 城 京 の 形制(そ の3)一 すべ て は長 安 城 を指 向 して 一
平城 京 の朱 雀 大 路 が 長 安 城 朱 雀街 の2分 の1の 規 模 を意 識 して 設 定 され た もの
で あ った と考 え られ る こ とは,す で に述 べ た。 平城 京 を造 営 す る に際 して,朱 雀 大
路 を広 大 な もの に作 りあ げ るに は,物 理 的 に は長 安城 に 匹敵 す る,あ るい は さ らに
凌 駕 す る規模 の道 路 占地 も決 して不 可能 で は な か った。 しか し,実 態 と して半 分 の
幅 員 に設 定 した とい う事 実 は,重 要 で あ ろ う。 そ の 点 に こそ,当 時 の唐 と 日本 の国
家 間 の政 治 的 関係 を顧 慮 した こ とが,い み じ くも表 現 され て い る と考 え る。 こ の こ
とは,京 域 全 体 の形 態 の あ りよ うを通 じて,い っそ う鮮 明 に理 解 され る。
平城 京 の 全 体 形 平 城 京 は,既 述 の よ うに,南 北9条(4,78g.8m),東 西8坊(4,257.6m
重玄肖
図23長 安 城 と平 城 京1:100,000
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一束へさらに3坊 分外京として張り出す)の,南 北 に長 い 方 形 を とって い る。 長 安 城 が東
西10坊(g,721m),南 北13坊(8,651.7m)で あ り,東 西 に長 い 方形 で あ った(中 国社 会
科 学院1963)こ と とは逆 で あ る こ との意 味 は,従 来 様 々 に考 察 され て きて い るが,
断案 を得 る に は至 っ てい な い。 しか し,注 目す べ き こ とに,都 城 域 の南 北 と東 西 の
比 率 をみ る と,平 城 京 が100:88.9で あ るの に対 し,長 安 城 が89.0:100で あ る こ
とが わか り,両 者 は ほぼ完 全 な相 似 形 の 関係 に あ る こ とが わ か る。 しか も,な お さ
らに興 味 深 い こ とに,〔 長 安 城 の 短辺(南 北長)〕:〔 平 城 京 の 短 辺(東 西8坊 分の長さ)〕
が100:49.2,〔 長 安城 長 辺(東 西長)〕:〔 平城 京 長 辺(南 北長)〕 が100:49.3で あ り,
平城 京 の計 測 値 が京 極 の 条坊 計 画 線 を基 準 に し,長 安 城 の それ は外 城 壁 で の 計測 値
で あ る と報 告 され てい る こ とを勘 案 す る と,長 辺:短 辺 は100:50で あ った とみ て
よか ろ う。 つ ま り,平 城 京 は長 安 城 の 全 体 形 を,長 さに して 正確 に2分 の1に 縮 小
した形 で90度 回転 させ て京 域 の 規模 と形 態 を決 定 した もの で,従 って 面積 は 正 し く
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図24日 本 古 代都 城 変 遷 図1:100,000
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4分 の1と な る。 平城 京 で は そ の本 京 部 分 に外 京 域 を付 加 した都 市計 画 で あ り,き
わ めて 明解 な設 計 の原 理 で あ っ たの で あ る(図23)。
平城 京 に先 行 す る都 城 で あ る藤原 京 は10条 ・10坊 の,約5.31km四 方 の 正方 形 を
と り,藤 原 宮 はそ の 中央 に2条2坊 の 方 形 域 を 占め てい た が,平 城 京 で は,街 区つ
ま り坊や 坪 の規 格 や 条坊 の設 定 方 式 は 共 通 す る もの の,京 域 の形 状,宮 域 の設 定地
ともに著 しい 改 変 が加 え られ た 。 そ して,平 城 京 の京 域,形 制,つ ま り南 北9条,
東 西8坊 の規 模,形 態 は,そ の後 の長 岡 京,平 安 京 に も基 本 的 に踏 襲 され る こ とに
な る(図24)。 平城 京 造 営 に あた っ て,藤 原 京 と も,ま た 手本 と した は ず の長 安 城
と も異 な る,南 北 に長 い形 態 をなぜ 採 用 す る こ とに した の で あ っ たか 。
隋 大興 城 と唐 長 安城 長 安 城 を初 め と して,古 代 にお け る都 城 は,政 治権 力 の表
徴 の場 と して の 意 味 を もって い た。581年 に即 位 した 隋 文 帝 は,漢 代 以 来 の長 安 城
を廃 棄 して,そ の す ぐ東 南 の龍 首原 と呼 ば れ る丘 陵地 帯 に,未 曾 有 の 大 規模;な都 城
で あ る大 興 城 を新 た に建 造 した。 次 の 王 朝 で あ る唐 は 大興 城 をそ のま ま継 承 して,
名 称 を長 安 城 と変 え た。 大 興 城 は582年6.月 に建 造 が 開始 され,翌 年 の583年3月
に は基 礎 工 事 を終 え た。 わず か9ヵ 月 間 とい う短 期 間 で 工事 を進 めた の は,突 厥 と
の 臨戦 状 態 の 中 で新 都 の建 設 を遂 行 しな けれ ば な らな か っ た,当 時 の 緊迫 した 政 治
情 勢 を背 景 と して い た か らで あ っ た と説 かれ る(妹 尾1999/2001)。 これ まで にな
か っ た,ま っ た く新 しい都 城,大 興 城 を なぜ 築 く必 要 が あ った の か とい う点 につ い
て は,妹 尾 達彦 氏 に よれ ば,軍 事,治 安 機 能 の強 化,効 果 的 な王 朝儀i礼演 出の 必 要
性,旧 長安 城 の建 築 物 の腐朽 の進 行,旧 長 安 城 の 自然環 境 の悪 化,旧 長 安 城 内 で,
前 王 朝 で あ る北周 の皇 族,文 宇氏 一 族 を殺 害 した こ との祟 りへ の 恐れ な どの 理 由が
あ った こ とが指 摘 され て い る。 さ らに妹 尾 氏 の指 摘 を 引 くな らば,隋 の大 興城 す な
わ ち唐長 安 城 は,長 い 間南 北 に分 裂 して い た 中国 を再統 一 した 隋 ・唐 が,皇 権 の正
統 化 を図 るた め に,支 配 の 正 統性 とい う観 念 や 支 配者 の想 定 す る秩序 を,目 に 見 え
る形 に置 き換 え る 王朝 儀 礼 を挙行 す る主 要 舞 台 と して建 築 した もの で あ った。
平 城 京 の 京域 長 安 城 にお け る幅150mな い し155mの 朱 雀街 は,人 馬 や 車駕 が
通 行 す る道 路 と して の機 能 を は るか に超 越 して い る。 そ の極 端 な壮 大 さを もっ て,
人 々 を して視 覚 的 に圧 倒 させ るべ き も の で あ った とみ て よ か ろ う。 も ち ろん,都 城
の 正 門 で あ る南 面羅 城 中門(長 安城にあっては明徳門,平 城京にあっては羅城門)も ま た,入
城 しよ うとす る人 々 に対 して威 圧 感,畏 怖 感 を与 える にふ さわ しい 巨大 さを付 与 さ
れ るべ き構 築 物 で あ った 。 朱 雀街 ・朱 雀 大 路 が こ うした機 能 を もた され て い た と前
提 す るな らば,平 城 京 造 営 に際 して も最 大 限,大 規 模 に設 定 す べ き で あ った だ ろ う。
平城 京 の京 域 内 に は,宮 域 の4.75坊 分 を除 く と,合 計79.25坊 が あ った。 い っ ぽ
う,藤 原 京 は10条 ×10坊 で,宮 域4坊 を 除 く と96坊 で あ った こ とにな るが,京 域
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内 には天 の香具山,耳 成 山,畝 傍 山の大和三 山や飛鳥北端 の急峻な丘陵地域 な ど,
地形的に,お おむね16坊 ない し18坊 の地形上 の非可住域 があった。平城京 もまた,
とくに右京 域は丘陵地帯 にあるが,地 形や遺存地割 を追究す ると非可住域 は3,4
坊 ほどであ った と判 断 され る。つ ま り,藤 原京,平 城京 ともに,可 住域は75な い し
80坊 前後 で あったこ とにな り,平 城京建設 に際 しては,可 住域 を藤原京 に準 じさせ
て京域の広 さを決定 した と推定す る。 平城宮域 を京域 北端 に設定 したのは,い うま
でもなく長安城の形制 に則 った ものであったに相違ないが,東 西 に地形 的な制約が
ある中で,南 北 に長い京域 としたのは,長 方形 の縦,横 の比率 は長安城 に合 わせつ
つ も,朱 雀大路 をで きるだけ長 く設定 して,平 城京の視 覚的な威厳 さをよ り強化 し
よ うとの意 図に基づいた もので あった と考 えるのであ る。
2.新 羅王京 と渤海上京龍泉府の形制の実態
平城京 が造営 され,存 続 していた8世 紀において,東 アジア世界 を構成 していた
国家は,唐 と新羅,渤 海 そ して 日本で あった。唐 は,い うまで もな く,他 を圧倒す
る強大 な帝 国であ り,そ の動 向は常 に周辺国家 の命運 を左右す るほ どの影響 力を発
揮 していた。 また,他 の3国 は,そ れぞれの華夷思想 に基づ く国家秩序お よび国家
権力維持 を企 図 してお り,複 雑 かつ熾烈な国際関係が現出 していた ことは,多 くの
研 究によ り明 らかに されている。
そ うした政治状況 の中で,都 城 の建設が どの ような位置 を占めていたのかについ
ての考究は,ま だ十分 に深 められ ている とは言い難い状況 にあると考 えている。そ
の大きな原 因の一つ は,7,8世 紀 にお ける東アジア諸 国家の都城 の実態 について,
必ず しも明確 にされ てい ない点にあるこ とを指摘する必要が ある。
新羅王京 新羅の都城で ある王京(金 京・慶州)の 形制 に関す る見解 は,1920年 代,
30年 代 の 日本 の研究者 による復元案 の提示 を嚆矢 とす るが,本 格的な復元研究 は
1970年 代 以降活発 にな り,さ まざまな復元案 が提示 されてい る(図25)(山 田2002)。
しか し,ま だ確定的な王京形制案 を共有す るには至っていないのが実情であ り,近
年広範 に展 開 されている,王 京内での発掘調査成果の分析研究 の進展 に待 たなけれ
ばな らない。 ただ し,そ うした 中で,李 恩碩氏 の 「新 羅王京 の都市計画」に示 され
た所見 は興味深い。
李氏 は,従 来史料分析 の側か ら主張 され ている,5世 紀代 に新羅都城の整備 が実
現 した とい う見解に対 して,発 掘調査資料 を もとに再検討 し,王 京 中枢部での都 市
計画 の着手 は6世 紀第1四 半期以後の ことであ り,本 格化す る時期 は6世 紀半ば前
後 とした。但 し現況では京域 の四至 もまだ確 定 されてお らず,ま た,想 定京域の東
半部 に所在す る北川の両岸域 において,20度 北で東 に偏 向す る遺構群や遺存地割 群
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図25新 羅王京(金 京)復 元諸説図(縮 尺不同)(山 田2002)
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図26新 羅 王 京 の遺 跡 ・地 割 図(…李2003)
が認 め られ るな どの状況か ら(図26),李 氏は 「新羅王京の造営は,発 掘調 査の成
果 を踏 まえれ ば,一 貫 した計画 に基づいて進 め られ たので はな く,年 代 の経過に伴
って次第 に範 囲が拡大 し,8世 紀代 に完成に至った と判断 され る。 このよ うに当初
か ら定型化 した都城ス タイル が採用 されたのではな く,継 続的に拡大 し,し か も自
然 地形 に規 制 され る形で造営 され た結果,多 様 な構造 が統合 された形 になってい る
ところに,新 羅都城 の特徴 をみ ることがで きる」 と総括す る(李2003)。
こ うした見解 を是 とす るな らば,新 羅王京の造営の歴 史的経緯や意義 を,白 紙 の
状態の土地に人工的な都市建設 が実施 された平城京や,次 に言及す る渤海 の都城,
上京龍泉府 な どと同次元で論 じることはで きない。李氏 もい うよ うに,「新羅 は千年
の間(BC57～AD935),一 度 も遷都 せず に,慶 州地域の盆地内に都城 を維持 してきた」
のであ り,様 々な歴史事象の展開の形跡 が王京遺跡 に複雑 にかっ重層的に残 され て
い ることは容易に想 定できる。それ だけに発掘調査の遂行,そ してその成果 の分析
には多 くの困難 さが付随す るもの と思われ る。従 って,新 羅 王京 について論 及す る
には,今 す こ し時の経過 を待たなけれ ばな らない。
渤海上京龍泉府 渤海 は668年 に唐 の侵攻 によ り滅亡 した高句麗 の遺民が,30年
後 の698年 に再興 した王国で,926年 に契丹 の攻撃で滅 び るまでの間,こ ん にちの
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中国東 北地 方,ロ シ ア沿 海 州,朝 鮮 半 島北 部 を領 有 して い た。首都 は,当 初 「旧国 」
に あ っ た と され て い る。 そ の後,中 京 顕 徳 府 に遷 都 し,さ らに8世 紀 の 中 ごろ に上
京 龍 泉 府 を造 営 して,首 都 と した。 渤 海 に は,盛 期 にお い て は さ らに 東京 龍 原 府,
西京 鴨緑 府,南 京 南 海 府 を加 えて 五つ の都 が置 かれ て い た が,最 も重 要 な 地位 を保
っ て い た の は上京 龍 泉府 で あっ た(図27)。
上 京 龍 泉 府 の形 制 に関 して は,1930年 代 に行 わ れ た 日本 の東 亜 考 古 学会 に よ る発
掘 調 査 研 究 を通 じて,初 め て復 元 案 が 提 示 され た(図28)(東 亜 考 古 学会1939)。 そ
の後1963年 か ら1964年 に か け て 中 国 と北 朝鮮 の 合 同調 査 が実 施 され,そ の成 果 に
基 づ く復 元 案 が公 表 され て い る(図29)(中 国 社 会 科 学 院1997)。 しか し,1992年
に千 田稔 氏(図30)(千 田1992),2002年 に は小 方 登 氏 に よ る新 た な復 元 案(図31)
(小 方2002)が 提 示 され る にお よん で,詳 細 に表 現 され てい る中朝 合 同調 査 に よ る
復 元 案 に再検 討 の余 地 の あ る こ とが 明 らか に され つ つ あ る。
詳 論 は別 稿(井 上2005c)に ゆず るが,私 は,上 京 龍 泉府 の形 制 につ い て の,よ
り確 実 な復 元案 構 築 を企 図 して,ア メ リカ の宇 宙衛 星 コ ロナ に よ り1964年10A9
日に撮影 され た衛 星 写真 を も とに して,上 京周 辺 の仮 地 形 図 を作 成 した(図32)。
ま た,中 朝 合 同調 査 隊 の測 量成 果 の解 析 を通 じて,上 京 の造 営 に使 用 され た 尺度 が
1尺=29.34cmで あ る こ とを措 定 し,こ れ まで の発 掘 調 査 で 明 らか に され て い る宮
殿,官 衙,寺 院 遺構 の いず れ も,そ の 造 営 尺 で設 定 され て い る こ とを明 らか に した。
この造 営尺 を基 準 尺 とみ な して,仮 地 形 図 に現 れ てい る諸 々 の遺 存 地割 を分析 した
結 果,上 京 龍 泉府 の都 市 計 画 の 中 に,平 城 京 の形 制 の基 本 的 な要 素 が,少 な か らぬ
局 面 にお い て採 用 され て い る こ とが 判 明 す るに至 った 。
こ こで そ の骨 子 を述 べ る と,上 京 龍 泉 府 の条 坊 街 区,道 路 の設 計 の 基 本 方 格 は
1,800尺 〔528.1m〕の方 眼 線 で あ り,道 路 の 中軸 線 は,こ の方 格線 上 に設 定 され て い
る(図33)。 つ ま り,道 路 が広 く設 定 され てい れ ば,隣 接 す る街 区の 幅 は狭 くな る
とい う,日 本 の古代 都 城 の うち,藤 原 京,平 城 京 で 採 用 され てい た 「分 割 方 式 」 が
採 用 され て い る。 また1,800尺 方 眼 の基 準 方格 は,平 城 京(そ して藤原京)と 一 致 して
い る。 あ るい は,上 京 龍 泉府 は,中 央 南 北 道 路(長 安城に準じて 「朱雀街」と仮称されてい
る)を 中軸 と して東 西 に1,800尺 の方 格 を4区 画 ず つ配 置 す るが,こ の状 況 も平城 京
と同 じで あ る(図34)。
さ らに,上 京 の 宮城 と皇 城 を合 わせ た 区画 は,都 市街 区部 を外城 と呼ぶ の に対 し
て 内城 と総 称 され るが,こ の 宮 殿 お よび 官衙 か らな る東 西幅3,600尺 の 内城 区画 は,
平 城 京 で は東 西 幅 が 同 じ3,600尺 で あ る 平城 宮 に相 当す る。 上 京 の 内城 は南 北 に長
い 長 方 形 を呈 し,い っ ぽ う,平 城 京 は3,600尺 四方 の 宮域 の東 辺 の北4分 の3が900
尺 東 に張 り出す とい う,変 則 的 な 平 面形 を とる。 と ころ が,双 方 の面 積 を算 出す る
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と,上 京 が1,548万 平方 尺,平 城 宮 が1,539
万平 方尺 で あ り,比 率 に して1,006:1,000
とな り,ま った く同 じ とい っ て も過 言 で
は ない。 こ とこの よ うに,上 京 龍泉府 と
平城 京 との 間 に,偶 然 の一 致 とは見 な し
が たい事 実 関係 が存 在 して い た こ とが 明
らか にな っ て きた(図35)。 い っぽ う,
都城 の表微 的 な存 在 で あ る朱雀 街 は,幅
が360尺 〔105.6m〕で あ り,平 城 京 の300
尺 を凌 駕す るが,街 路 の総延 長 で み る と,
上 京 は平 城 京 の朱 雀 大 路 の57%ほ どで
しか ない。(なお,中 国の研究者により提唱され
ている上京龍泉府段階的造営説一 まず宮城の一 図27渤 海五京位置図
図28『 東京城』 所掲の上京龍泉府周辺地形図 と形制復元 図(東 亜考古学会1939)
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図29中 朝合同調査 による上京龍泉府 形制復元図(中 国社会科学院考古研究所1997)
図30千 田稔氏 による
上京 龍泉府形制復元図(千 田1992)
図31小 方登氏による
上京龍泉府形制復元図(小 方2002)
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図32上 京龍泉府周辺(仮)地 形 図(井 上作成)
図33上 京 龍 泉 府 形制 復 元 図(1尺=29.34m:井 上試案)
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図34上 京龍泉府 と平城京(点 線が平城京)
部が造営され,そ の後,時 を距てて皇城域が作 られ,都 市街区つまり外城が造営されるのは,さ らに
遅れるとする考説(劉 ・魏1987/1991)一 は,内 城域の設定状況を分析することによって,成 立し難
いことが実証された。っまり,上 京は内城,外 城を合わせて,一 連の造営計画のもとに建設されたと
判断すべきと考えられるのである。)
も とよ り,上 京 龍 泉 府 の形 制 の 中 で,内 城 が宮城 と皇 城 とで構 成 され,宮 城 内に
第1宮 殿 か ら第5宮 殿 まで が 中軸 線 上 に南 北 に並 ん で設 定 され て い る点 は,平 城京
で は な く長 安城 に類 似 して い る し(図36・37),皇 城 内 を東 西 に分 かつ 幅700尺
〔205.4m〕の 広 大 な 空 間 は,長 安 城 皇 城 の承 天 門街 と共 通 した様 相 を示 して い る。 ま
た,都 城 全 体 の 形 状 は東 西 に長 く,長 安 城 に近 い。 従 っ て,約 言 す る と,上 京 龍 泉
府 の基 本 的 な形 態 は長 安 城 を規範 と しな が ら も,設 定方 式 は平 城 京 に相 通 じ,宮 域
の広 さや 京 域 の基 本 的 な東 西 幅 も,平 城 京 とま っ た く同 じ とい い うるほ ど同規 模 に
設 定 され て い る。 しか しなが ら,朱 雀街 と朱雀 大 路 の 比較 か らは,あ る部分 は平城
京 に勝 り,あ る部 分 で は小 規模 に 作 る とい う,一 致 は しな い も の の,拮 抗 した状 況
をみ て とる こ とが で き る。
上京 龍 泉 府 は,史 料 の 上で は754年 頃 に 中京 顕徳 府 か ら遷 都 した とみ え るの で,
平城 京 の造 営 が上 京 に 先行 した こ とは 間違 い な い。 そ うで あ る とす る と,上 京 龍 泉
128井 上和人
図35上 京龍 泉 府 内城 設 定 寸 法復 元 図(1尺=29.34cm)
府 に認 め られ る平城京の色濃い要素を,相 互 に無縁 もの として等閑視す るのでない
限 り,上 京龍 泉府 の都市計画 を立案 した時 に,平 城京 の形制 のあ りよ うが多分 に考
慮 され た と判 断すべ きで あろ う。
上京龍泉府 が造営 された8世 紀半ば当時,渤 海 は唐 の政治 的圧力 と新羅の軍事的
図36
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上京龍泉府内城建物
配置図
(中 国科学院考古研究所1997)
(1～5:第1号 宮 殿 ～ 第5宮 殿)
図37 長安城宮城 ・皇城
(妹 尾2001)
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圧力 に挟撃 され るとい う厳 しい対外 的状況 にあった。 日本 に対す る渤海 の認識は,
これ までの諸研 究の成果 に従 えば,基 本的 には 日本 を同格 に扱 っていたものの,新
羅が渤海 を攻撃 しかね ない との国際情勢 に促 され て,新 羅 を牽制 し うる勢力 として
日本 との提 携 を求める とい うものであった(酒 寄1992)。 それに応 じた 日本側の代
表 的な施策 の一つが,藤 原仲麻 呂っま り恵美押勝が推進 した新羅征討計画であった。
したがって,渤 海 として は 日本に対 して外交上は辞 を低 くせ ざるをえなかったので
あ るが,根 本的には,日 本 を同等,同 格 の隣国 とみな していた。 いっぽ う,日 本側
としては,渤 海 か らの外交使節は,か つて の高句麗 か らの朝貢の復活 と位置づ け,
渤海 を蕃(藩)国 として位置づ けることによって国内権力 の維持を図 らざるを得な
い状況にあ った(西 嶋1985)。
つま り,当 時,よ り北ない し北東の領 域に版図 を拡大 しつつ あった渤 海 が,唐,
新羅,日 本 との複雑 な国際関係 の中で,自 ら規定 した華夷秩序の もとで国内統一 を
図 るために,国 家権力 の威力 と正統性 を表徴すべ き舞 台装置 として,唐 や 日本 との
外交関係 に配慮 しつつ造営 したのが上京龍泉府 であった と考 える。
おわ りに 一 国 際 関係 と華 夷 思 想 に基 づ く形 制 理 念 の 実現 一
平 城京 の 造 営 計 画 が公 式 に決 定 され た の は,和 銅 元年(708)2月15日 の平 城 京
へ の 遷都 の 詔 に よっ て で あ り,そ れ か ら2年 後 の 和銅3年(710)3,月10日 に藤i原
京 か ら平城 京 へ の遷 都 が挙 行 され る。 た だ し,新 都 建 設 の動 き は,そ の数 年 前 か ら
認 め られ る とい う研 究 もあ り(鎌 田1991),さ らに,藤 原 京 を放 棄 し,新 た な都 城
を建 設 しな けれ ば な らない と判 断 した重 大 な契機 は,大 宝2年(702)に33年 ぶ り
に派 遣 され,慶 雲 元 年(704)に 帰 国 した遣 唐 使 の,長 安 城 で の見 聞 に あ る と考 え て
い る(金 子1994/1997・ 寺 崎2001・ 渡 辺2001・ 小 澤2003・ 井 上2003aな ど)。 ま た,
既 述 した よ うに,710年 の遷 都 当初 にお い て は,平 城 宮,平 城 京 とも に,ま だ完 成
してい た とは言 い 難 い状 況 で あ った 。
藤;原京 は,天 武 天 皇 が 壬 申 の乱(672)に 勝 利 を収 め,飛 鳥 浄 御 原 宮 に即 位 して
ま も ない670年 代 に造営 事 業 が は じめ られ た と考 え られ る。 途 中,天 武 自身 の 死 に
よ る停 滞 な ど,さ ま ざま な経 過 をた どっ た の ち,天 武 の 皇后 で あ った 持 統 天 皇 の694
年 に宮 室 の 置 かれ た 首都 と して成 立 す る。 藤 原 京 の形 制 につ い て は,こ れ まで 述 べ
て きた よ うに,10条10坊 四方 の正 方 形 で あ っ た とす る見解 が有 力 とみ るが,そ の
場 合,藤 原 宮 は京 域 の 中央 に設 定 され て い た こ とに な る。 これ は 『周 礼 』 考 工 記 に
記 され た 理 想 と して の都 城 形 態 に通 じる もの で あ り,あ るい は ま た天 武 の信 奉 した
太 極 星 を 中心 とす る宇 宙論 に基 づ く王 権 思想 を 実現 した もの との説 明 も可 能 か も し
れ ない(中 村1996・ 小澤1997)。 い ず れ に して も,7世 紀 後 半代 に,唐 の軍 事 的 脅
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威 にさ らされていた 日本が,そ の危機 的状況へ の対応 策 として,列 島規模の統合 し
た国家体制を構築せ ざるをえなかった状況 のも とで,唐 ない しは大陸国家 が採用 し
てい る国家統合理念 あるいは方法 を導入 して藤 原京の建設 が推進 された もの と理解
してい る。
近時,藤 原京造営の歴 史的位置づ けに関 して は,上 述 した私見の ような見解 に対
して,相 対す る見方 も主張 され てい る。それは,7世 紀中頃か らは じまった飛鳥の
荘厳化,支 配拠点の整備 の結果,飛 鳥 に 「京」が成 立 し,そ れを よ り荘厳 にす るた
めに条坊制 が導入 された,と す るもので,条 坊制施 工当初 はその施 工の範囲 も定か
には決めてお らず,か な り時をおいて宮室 の場所が決 定 されたのである とい う見解
で ある(林 部2005)。 あ るいは,文 献的 には 「倭京 」か ら 「新城 」,「新益京」な ど
の複雑 な変遷 があ り大宝令 以前 には左右京の分割,東 西位置の設 定,宅 地班給,儀i
式の場 の修練 な どの点で不十分段階で あった とし,私 たちが藤原京 の初期段階の呼
称 と考える新城 は,天 武5年(676)ご ろか ら飛鳥北方に倭京域 を拡大 した もので,
不整形 なが らも方格地割 を ともな うな どと捉 えられている(仁 藤2003)。 これ らの
言説 の論議 は,な お多岐に及 んでお り,別 に批判 的検討 の必要があるが,当 然の こ
ととして,藤 原京の次な る都城,平 城京の造営の歴史上 の位 置づけも,私 た ちの理
解 とは異 なってい る。 すなわち,対 外的 な要因 よ りも現実的な要因は藤原京 の もつ
多 くの問題 点にあった とし(林 部2001),「 日本的」都城 か ら本格 的 「中国的」都城
への脱却 を意 味す る(林 部2005),あ るいは,と りわけ王族や豪族層 の集住 とい う
点で藤原京 は未熟であ り,よ り広範な階層か ら京戸 を位階制原理 によ り構成 し,豪
族層 を国家官僚化す ることが求 め られたか らと説 明す るのであるが(仁 藤1999),
しか し,な にゆえにわずか10年 ほ どで藤原京 を廃棄 しなけれ ばな らなかったのか,
そ して 「中国的」な都城 の建設 を急が なければな らなかったのであるかについての
説 明に欠 けるのではないか。
なお,藤 原京 が,な ぜ唐長安城の直接的な模倣 ではな く,よ り古い,な い しは伝
統的な制度 を参考 に したのであるか については,寺 崎保広氏が次 のよ うに推測 して
い る。一 藤原京建設計画が開始 された 時点 では,300年 の隆盛 を誇 った唐 といえ ど
も,建 国以来たかだか50年 しか経 って いない,い わば 「新興国」で あ り,そ の前 の
隋王朝 は強大 であったに もかかわ らず40年 で滅びてい る。それ以前の 中国大 陸は南
北朝 時代 で,い くつかの王朝が取 ってかわる激 動の時代 であったのである。「この唐
とて何年 もっ かわか らない」 と,当 時 の 日本の関係者 が考 えた として もおか しくな
い。 か くして,現 に存在 する唐 の制度 を参考に したこ とはもちろんで あるが,そ れ
は圧倒 的な影響力 を持つ とい うもので はなく,そ れ以前 の制度 な ども含めて検討 し
た結果 である(寺 崎2001)。 一 傾聴 に値す る妥 当な所 見であると考 える。
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第7次 遣唐使が派遣 され た702年 か ら704年 にか けての時期 は,時 あたか も則天
武后の周朝の時代であった。武周革命 ののち,首 都は神都 と改 め られた洛 陽にあっ
たが,則 天武后は701年 か ら703年 の問長安城 に滞在 し,年 号 も701年 に 「長安」
と改元 され,長 安4年 まで続 く。 この時期,さ ま ざまな問題 をは らみなが らも,国
力 は充実 し,版 図は拡大 し,ま た文化 的に も一っ の頂点を迎 えていた。 こ うした時
代背景の 中で,遣 唐使 の一行 は長安城 に入城 した のであ る。
なおまた,702年 に派遣 された遣唐使 の長安城での見聞が,藤 原京の東 アジア世
界 での都城 としての限界性 を認識 させ,平 城京 の建設 を急 がせ た とす る私見な どに
対 して,天 武 ・持統朝以前には遣唐使 の派遣 は行 われてお り,ま た遣唐使 中断中に
も長安城 にかかわ る情報 は充分 に入手可能 であったとす る批判 がある(仁 藤i1999・
林部2005)。 もとよ り33年 の問,遣 唐使派遣 が途絶 していた期 間にも,様 々な形 で
海外 の情報 はもた らされていたこ とは間違 いない。しか し,な によ りも重要な点は,
遣唐使 は天皇政権が公 式に派遣 した ものであ り,た とえば,執 節使(長 官)で あっ
た粟 田真人 は大宝律令の選 定に関与 し,大 宝元年(701)に は直大弐(従 四位相 当)
民部 尚書(民 部卿)を 勤め,さ らに参議 をも兼 ねていた,い わば政権 の枢 要 な存在
であった。 国家 の経綸を担 うべ き立場にあった人材 による直接 の見 聞を通 じての判
断であった ことを考慮 しなけれ ばな らない。 そ して,平 城京 が長安城 の正 しく2分
の1の 規模 に設定 されてい るとい う事実は,国 家 間の情報の授受 として,正 確な長
安城 の寸法 が,そ しておそ らく詳細 な都市設 計図のよ うな資料が,国 家 間の レベル
で伝授 され ていたこ と意味す ると考 え られ る。
京域全体 の面積 としては平城京 よ りも広大であ った藤原京であ るが,幾 多 の局面
において唐 の長安城 に比べ ると異 なってお り,欠 落 した構成要素があ り,ま た貧弱
で あった。都城 の造営が国家秩序 の実現のた めに不可欠 であるとの当時の統治観の
もとにあって,藤 原京の形制では国際的 に通用 しない との危機感 を抱 か ざるをえな
か ったのではないか と考 える。 国内的 に とい うよ りもむ しろ対外的に,も はや通用
しえない との認識 に立 って,唐 長安城 を規範 に した都城 の造営 を企図す るに至 った
のであったろ う。その切実 さは,遷 都後 わず か10年 ほ どで早 くも藤原京 の廃絶 を決
断 し,あ るいは未完成 の平城京に遷都 を強行す る とい う性急 な施策の展開ぶ りに如
実 に示 され てい るのではないか。
平城京 は,唐 帝国の皇帝権力に天皇 の権威 をなぞ らえる とい う華夷思想 に基づ い
て,国 威 を発 揚すべ き舞台装置 として,藤 原京 の欠陥を克服す る形で新たに建設 さ
れ たものであった。 日本 は唐の冊封体制 に組み込 まれてはいなか った と考 えられ て
い るものの,7世 紀後半 に朝鮮半島か ら日本列 島に及ぶ領域 で展開 された唐 の圧倒
的 な軍事 的攻勢の中で,国 家 としての維持 を図ってきた天皇政権 の生 き残 りを賭 け
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た方策 として,唐 に極力配慮 しつつ も,蕃 国 と位置づ けよ うとしていた他 の諸 国家,
諸 民族集団 に対 して皇権 を十二分 に誇示す るべ く設計 されたのが新都平城京 であっ
た。幽
す でに言及 した ように,渤 海 上京龍 泉府 にあって も,そ の形制の解明作業 を通 じ
て,単 に唐の都城形制 を模倣 していたのではな く,当 時密接 な政治的交渉 のあった
日本 の首都,平 城京 の形制 との微妙 な相 関関係 が反映 されていることが浮 き彫 りに
され た。渤海 にしても,日 本に して も,古 代 にお ける都城 の造営 は,こ の ように厳
然 とした政治状況を背景 として行 われ たのである とい うことを指摘 して,本 報告 を
閉 じる。
(本 稿は2007年 度:国 際 日本文化研究セ ンターの共同研究 「古代東ア ジア交流 の総合的研究 」での
報告 に基づ く。だた し同様 の主題 に基づ く私の研究は,と くに2002年 以来継続 してお り,本 稿は2005
年 に公表 した 「東アジア古代都城 の造営意義」 と題す る論考に若干の補訂を加 えたもので ある。以後
の私の研究の成果 については,後 掲す る 「井上和人古代都城関係論文 リス ト」 を参照 され たい。)
注
(1)大 尺 は 大 宝 令雑 令 に規 定 され た度 地 尺(土 地 測 量 用尺)で,小 尺 の1.2倍 の長 さ を持 つ 。
平 城 京 造 営 当 初 の尺 長 は1小 尺 が約29.57cmと み られ るの で,1大 尺=約35.48cmと して
検 討 を進 め る こ と に して い る(井 上2000・2003b)。 た だ し,大 ・小 尺 併 用 は平 城 京 遷 都
後3年 の 和銅6年2月 の 格 で解 消 され,以 後 は小尺 のみ の使 用 とな る。小尺 は こん に ち天
平 尺 と呼 ば れ,大 尺 は 高麗 尺 の謂 い で あ る。 この大 尺=高 麗 尺 は虚 構…で あ る とす る説 が あ
る(新 井1990・1992)が,従 い がた い(井 上2003b)。
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